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からトシラートに代えた化合物 7 を設定し, その合成を試みたところ, シリカゲルによる精製
を必要としない, 簡便な大量合成法を確立することができた。 
 





基の導入を検討した。すなわち, トリケトン 15 より誘導したトリヨウ化物 16 に対して各種求
核剤を作用させると, SN2 反応がきれいに進行し, 四員環上に様々な官能基を導入することが
できた。 
 
さらに, SN1 反応による官能基の導入も可能であることが分った。すなわち, トリケトン 15
への求核付加反応によって得られるトリオール 22 に, 求核剤の存在下で BF3・Et2O を作用さ
せると, SN1 反応が収率良く進行した。 
 
